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数学的に考える力の育成 

―１年「平面図形」の単元を通した学習指導を通して― 

 

１ 単元の目標 

 ① 平面図形についての基礎的な概念や原理・法則などを理解するとともに，事象を数理的に捉

えたり，数学的に解釈したり，数学的に表現・処理したりする技能を身に付ける。 

② 図形の構成要素や構成の仕方に着目し，図形の性質や関係を直観的に捉え論理的に考察し表

現することができる。 

③ 平面図形について，数学的活動の楽しさや数学のよさに気付いて粘り強く考え，数学を生活

や学習に生かそうとする態度，問題解決の過程を振り返って検討しようとする態度，多面的に

捉え考えようとする態度を身に付ける。 

２ 単元を通して目指す生徒像 

小学校算数科では、ものの形についての観察や実験等の活動を通して、基本的な平面図形や空

間図形を理解できるようにしている。本単元では、数学的な見方・考え方を働かせて、第１時

に、日常の事象から解決したいことを見付け、第２時以降、解決した結果を統合し、日常生活や

社会の事象に活用することができる生徒を目指していく。 

３ 手立て 

【手立て①】 

単元第１時では、児童生徒が理解しやすい日常の場面を設定する。その際、既習の知識では

解決が難しかったり、算数数学を使わず解決すると不都合が生じたりする経験をさせる。 

【手立て②】 

第２時以降では、導入時で見付けた解決したいことをきっかけに、数学の事象について考え

ていく。その際、前時までの問題との共通点や相違点を見付けたり、自力解決後に解決方法を

比較させたりする。そこで、単元を通して、同じような数学的な見方・考え方を働かせること

で、「○○の考え方が使えた」や「○○の続きを考えたい」と解決した結果を統合できるよう

にする。 

４ 検証方法 

【手立て①】 

単元第１時で行った問題解決を通して感じた課題や不都合を振り返らせることで、単元で解

決したいことを見付けることができたか、生徒の振り返りから検証する。 

【手立て②】 

小学校での既習事項や前時までの問題との本時の内容との共通点や相違点を見つけたり、自

力解決後に解決方法を比較させたりすることにより、数学的な見方・考え方を働かせること

で、解決した結果を統合することができたか生徒の記述内容から検証する。 



５ 単元計画について 

【第１時】 

教室内で宝探しを行い、宝を探す条件をいくつか提示する。条件は、今後学習する図形の移

動や作図を必要とする内容にする。始めは、実際に教室内で宝を探す体験をさせる。次に、

「実際に探すことができない場所の宝の位置を探すには」と発問することによって平面上で考

えることが有効と気付かせる。また「ある位置から 22.5°に曲がりなさい」のように分度器で

正確に測ることが難しい条件を出すことで、定規とコンパスのみで作図する必要性を実感させ

たい。このように、日常の事象から条件を制限したり追加したりすることで、既習の知識だけ

では解決が難しかったり、算数数学を使わず解決すると不都合が生じたりする経験をさせる。

（手立て①） 

 

【第２時】 

第１時に行った日常の事象を整理、分析することで数学の

事象として考え、解決したい課題を見付けることで、第３時

からの学習に繋げていく。 

既習の図形の用語をカード１にまとめる。第１時の提示問

題のヒントを数学の用語に変換しカード２にまとめる。変換

できないものに関しては、イメージ図をかく。カード１とカ

ード２にまとめたもので関連の深いものを線で繋げること

で、第１時の内容を数学化していく。 

   

【第３時～第８時】 

第２時で整理、分析したことを基に学習を進めていく。毎

時間の提示問題を自力解決後、「今日使った知識や考え方」

「今日学んだこと」をロイロでカードにし、まとめる。その

後、「今日学んだことで提示問題の解決に使えそうなこと」

を振り返らせることで単元を通した学習問題を常に意識させ

る。（手立て②） 

 

【第９時】 

第８時まで学習したことを基に、第１時の提示問題をもう

一度考える。その際、提示問題の日常の言葉でのヒントを蓄

積したカードを組み合わせ、数学の用語に書き換える。その

上で、第１時の提示問題を解き、第１時と比べ、見方・考え

方がどのように変わったかを振り返らせる。また、学習した

考え方を使い、他にどのような表現ができるかを考えさせる

ことによって第１０時につなげる。（手立て②） 

 

【第１０時】 

宝探しの問題作りをさせる。 


